
　耶馬日田英彦山国定公園の英彦山及び犬ヶ岳地区においては、ニホン
ジカ食害による生態系被害が深刻化しており、被害を受けた生態系の回
復を図るため、指定管理鳥獣捕獲等事業によるニホンジカの捕獲を実施
している。

対象鳥獣  
ニホンジカ

活動地域   
福岡県
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事業内容  
福岡県英彦山ニホンジカ指定管理鳥獣捕獲等事業

事業の背景と目的

実施した内容

福岡県耶馬日田英彦山国定公園内の英彦山周辺地域において、ニホン
ジカの管理捕獲を実施した。ニホンジカの生息密度が高い集落や林道等
から離れた高標高地域（奥山地域）での管理捕獲を試行的に行った。管
理捕獲において捕獲されたニホンジカは、地域の食肉処理加工施設と連
携し、ニホンジカの肉の有効利活用を図った。また、捕獲実施地域内で
のニホンジカの流入状況調査、ニホンジカの行動追跡調査に伴う生体捕
獲を実施した。

事業の成果

　平成29年度は管理捕獲目標頭数260頭で、雌162頭、雄141頭の計
303頭、平成30年度は管理捕獲目標頭数250頭で雌139頭、雄116頭の
計255頭、令和元年度は管理捕獲目標頭数200頭で、雌109頭、雄93頭
の計202頭を捕獲し、3年間で760頭を捕獲した。表1に年度ごとの捕獲
頭数及び捕獲効率を示した。平成29年度は、定められたわなの設置基日
を満たす必要があり、実際の捕獲期間よりも長期で捕獲作業を実施した
ため、他の年度と比較して捕獲効率が低くなっている。
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表1 年度ごとの捕獲頭数及び捕獲効率の推移 

　本事業は同一の狭域地域（約10㎞2）で継続した管理捕獲が実施さ
れており、わな馴れしたニホンジカ（スレジカ）をいかに作り出さず、1
頭の捕獲に係る労力を縮小するかが課題となっている。そこで、自身
が開発した「輪番移動式捕獲法（図1）」及び「猟場小休止捕獲法
（図2）」を取り入れ、捕獲従事者へ直接指導を行い、また自身も捕
獲作業に直接携わることで、効率的で安定した管理捕獲を実現してい
る。奥山地域での管理捕獲では、捕獲実施場所まで片道1時間程度の
登山が必要であり、捕獲個体の人肩による搬出と併せて安全面、体力
面、精神面等の課題があった（写真1）。生息密度の高い奥山地域で
の管理捕獲は今後重要となってくると考えられるが、捕獲に係る労力
の省力化を目指した低コストでの搬出法の開発や捕獲個体の放置も視
野に入れた検証等を進めていく必要がある。

図1　輪番移動式捕獲法
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図2　猟場小休止捕獲法

写真1　高標高地域での捕獲個体の搬出例
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